
鼓
嶽
山
人
の
画
業

三
九

は
じ
め
に

鼓
嶽
山
人
（
生
没
年
不
明
）
は
江
戸
時
代
黄
檗
宗
の
画
僧
で
あ
る
。
伊
勢
国

（
三
重
県
）
の
生
ま
れ
で
、
十
八
世
紀
の
中
頃
に
京
都
や
江
戸
で
活
動
し
た
。

鼓
嶽
（
ま
た
は
鼓
岳
）
は
、
絵
を
描
く
と
き
に
用
い
る
画
号
で
あ
り
、
僧
侶
と

し
て
の
名
を
大
海
浄
涛
と
称
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
残
さ
れ
た
作
品
か
ら
確

認
で
き
る
。
十
六
年
ほ
ど
以
前
、
こ
の
人
に
関
す
る
短
い
紹
介
文
を
草
し
た
こ

と
が
あ
る
が
）
1
（

、
あ
ま
り
人
目
に
つ
く
こ
と
も
な
か
っ
た
せ
い
か
、
そ
れ
以
後
、

鼓
嶽
山
人
の
画
業
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
だ
と
い
う
話
を
聞
か
な
い
。
画
集
や

展
覧
会
で
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
よ
い
よ
無
名

の
山
人
と
し
て
朽
ち
て
い
く
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
筆
者
が
そ
れ
以

降
に
知
り
得
た
作
品
と
伝
記
資
料
を
紹
介
し
、
十
六
年
間
の
牛
歩
の
跡
を
纏
め

て
お
き
た
い
と
思
う
の
み
で
あ
る
。

鼓
嶽
山
人
の
伝
記
資
料

前
稿
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
戦
前
の
早
い
時
期
に
鼓
嶽
山
人
に
つ
い
て
言
及

し
た
の
は
、
早
稲
田
大
学
と
も
縁
の
あ
る
三
村
竹
清
（
清
三
郎
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
『
伊
勢
比
事
記
余
録
』（
昭
和
四
年
刊
）
に
「
鼓
嶽
と
終
南
」
と
題
し
た

短
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
黄
檗
僧
・
終
南
浄
寿
と
い
う
人
物
が
鼓
嶽
山
人
に

贈
っ
た
お
祝
い
の
詩
偈
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

鼓
嶽
大
海
和
尚
、
隷
籍
祖
山
、
作
偈
賀
之
、
正
、

三
昧
毫
端
生
百
花
、
高
提
遠
入
法
王
家
、
叢
中
試
闘
芳
菲
色
、
贏
得
袈
裟

帯
絳
霞
、
介
石
終
南
拝
筆　
印　
　
印　

鼓
嶽
画
を
善
く
す
。
鶴
亭
と
格
を
同
う
す
。
崎
陽
に
て
や
学
ば
れ
け
む
。

其
印
も
亦
佳
刻
な
り
。
勢
陽
風
雅
に
其
詩
を
載
せ
て
、
名
浄
涛
字
大
海
洞

津
人
と
見
え
た
り
。
鼓
岳
と
い
ふ
号
、
山
田
の
鼓
か
岳
よ
り
思
ひ
寄
せ
し

鼓
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四
〇

に
て
、
山
田
の
人
に
は
あ
ら
ず
や
と
も
考
へ
ら
る
。（
下
略
）

こ
の
記
述
ぶ
り
か
ら
推
測
す
る
と
、
鼓
嶽
山
人
も
ま
た
黄
檗
僧
で
あ
り
、
祖

山
、
す
な
わ
ち
宇
治
の
大
本
山
で
あ
る
黄
檗
山
萬
福
寺
に
籍
を
置
く
に
際
し
て
、

終
南
か
ら
贈
ら
れ
た
書
作
品
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
終
南
浄
寿
（
一
七
一
一
〜
六
七
）
は
や
は
り
伊
勢
国
の
人
で
、
松
坂
の

出
身
で
あ
っ
た
。
伊
勢
商
人
で
栄
え
、
文
人
を
輩
出
し
た
土
地
柄
で
あ
る
。
号

は
介
石
。
父
の
名
は
小
島
息
安
、
兄
は
江
戸
で
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
藤
華

岡
（
名
は
益
道
、
一
七
〇
九
〜
七
六
）
で
あ
る
。
九
歳
の
と
き
、
山
城
国
綴
喜

郡
薪
の
医
王
山
甘
南
備
寺
で
出
家
し
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）、
十
九
歳

で
同
寺
の
南
嶺
元
勲
か
ら
嗣
法
し
た
。
江
戸
へ
出
て
、
つ
い
で
京
都
へ
移
居
し

て
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
洛
東
神
光
院
に
住
す
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

に
は
洛
東
岡
崎
の
金
戒
光
明
寺
門
前
に
介
石
庵
を
結
ん
だ
。
宝
暦
十
一
年
（
一

七
六
一
）
本
山
萬
福
寺
の
塔
頭
聖
林
院
の
住
持
と
な
る
。
聖
林
院
復
興
の
喜
捨

を
募
る
た
め
江
戸
へ
赴
い
た
と
こ
ろ
で
病
を
発
し
、
彼
地
で
示
寂
し
た
。
自
身

も
詩
書
篆
刻
に
す
ぐ
れ
た
当
代
の
文
人
僧
の
ひ
と
り
で
あ
る
）
2
（

。

竹
清
翁
の
言
及
す
る
勢
陽
風
雅
な
る
書
物
は
、
正
式
名
称
を
『
勢
陽
風
雅
初

編
』
と
い
う
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
伊
勢
の
文
人
た
ち
の

詩
集
で
あ
る
。
そ
の
上
巻
に
鼓
嶽
山
人
の
詩
が
二
首
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

春
日
遊
東
雲
寺　
　
　

僧
浄
涛　

字
大
海
、
号
鼓
岳
、
洞
津
人

偶
従
山
上
路　
　

蘭
若
此
登
臨　
　

城
闕
開
簾
近　
　

山
河
当
戸
深

珠
林
懸
夕
日　
　

香
閣
敝
春
陰　
　

嘱
目
経
行
地　
　

転
知
不
住
心

残
念
な
が
ら
、
こ
の
東
雲
寺
に
つ
い
て
は
情
報
が
不
足
し
て
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
略
歴
に
記
さ
れ
た
洞
津
は
、
安
濃
津
と
も
表
記
さ
れ
、
藤
堂
藩

の
城
下
町
で
あ
っ
た
現
・
三
重
県
津
市
の
市
街
部
を
さ
し
て
い
る
が
、
竹
清
翁

は
、
伊
勢
神
宮
に
ほ
ど
近
い
山
田
の
鼓
ケ
岳
（
現
在
の
伊
勢
市
）
の
あ
た
り
の

出
身
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。

さ
ら
に
、
や
は
り
黄
檗
の
文
人
僧
・
悟
心
元
明
の
『
一
雨
詩
偈
』
の
中
か
ら
、

鼓
嶽
山
人
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
）
3
（

。
そ
こ
に
は
、

　

咏
画
大
海
姪
顕
法

翎
毛
花
木
自
翩
　々

直
以
丹
青
為
祖
禅　

選
佛
場
中
経
及
第　

彩
毫
添
色
轉
嬋
娟

　

咏
海
仝
前

澎
湃
汪
洋
滄
海
濱　

江
河
淮
済
此
中
臻　

玅
高
峰
頂
翻
波
浪　

陸
地
平
沈
有
幾
人

の
二
首
が
あ
り
、
詩
偈
の
配
列
か
ら
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
頃
の
作
と
考

え
ら
れ
る
。
鼓
嶽
山
人
が
本
山
へ
登
檗
し
て
巡
寮
顕
法
を
お
こ
な
う
に
際
し
て

贈
っ
た
祝
偈
で
あ
る
。

悟
心
元
明
（
一
七
一
三
〜
八
五
）
も
ま
た
、
終
南
浄
寿
と
同
じ
く
伊
勢
国
松

坂
に
外
科
医
・
松
本
駝
堂
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
先
祖
は
泉
州
堺
で
安
南
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貿
易
を
営
ん
だ
角
屋
の
出
で
あ
っ
た
と
い
う
。
十
一
歳
に
し
て
伊
勢
国
多
気
郡

相
可
村
の
黄
檗
宗
・
天
照
山
法
泉
寺
の
衝
天
元
統
に
投
じ
、
十
八
歳
の
と
き
嗣

法
。
こ
の
頃
、
終
南
浄
寿
と
と
も
に
江
戸
に
滞
在
し
て
、
服
部
南
郭
の
芙

館

で
学
ん
だ
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
頃
に
は
京
都
比
叡
山
麓
に
住
居
し
、
延

享
年
間
（
一
七
四
四
〜
四
七
）
に
は
洛
東
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
門
前
に
一
雨
庵

を
結
ん
だ
。
終
南
の
介
石
庵
と
は
隣
同
士
で
あ
っ
た
と
い
う
。
悟
心
と
終
南
は

父
親
同
士
が
友
人
で
あ
り
、
当
人
た
ち
も
終
生
固
い
友
情
で
結
ば
れ
て
い
た
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
は
伊
勢
法
泉
寺
の
住
持
に
請
わ
れ
、
以
後
京
都
と

伊
勢
を
往
来
す
る
。
宝
暦
十
二
年
十
二
月
に
は
池
大
雅
愛
用
の
白
絖
の
印
褥
に

銘
を
揮
毫
し
（『
蒹
葭
堂
雑
録
』）、
翌
年
、
近
江
国
神
崎
郡
の
鳳
翔
山
正
瑞
寺

の
住
持
と
な
っ
た
。
こ
ち
ら
は
近
江
商
人
を
輩
出
し
た
現
在
の
五
個
荘
に
位
置

す
る
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
六
十
一
歳
ま
で
正
瑞
寺
の
住
持
を
務
め
た
の

ち
、
伊
勢
へ
帰
郷
し
て
乳
熊
村
の
浄
光
庵
に
隠
棲
、
そ
の
地
で
示
寂
し
た
）
4
（

。

さ
て
、
本
山
へ
登
檗
し
て
巡
寮
顕
法
し
た
以
上
、
鼓
嶽
山
人
は
正
式
な
黄
檗

僧
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
稿
で
「
黄
檗
宗
の
法
系
譜
に
は
登
載
さ
れ
て
い

な
い
」
と
書
い
た
が
、
そ
の
後
、
新
た
な
資
料
を
見
出
し
た
。
今
一
度
『
黄
檗

文
化
人
名
辞
典
』
所
収
の
「
黄
檗
法
系
譜
」
を
検
索
し
な
お
し
て
み
る
と
、
大

眉
性
善
を
祖
と
す
る
東
林
下
、
雷
巌
広
音
の
五
名
の
法
嗣
の
中
に
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
一
月
一
日
に
嗣
法
し
た
「
大
海
徳0

涛
」
と
い
う
人
物
が
い
た
の

で
あ
る
。
実
は
こ
れ
が
鼓
岳
山
人
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
檗
僧
の
名
称
の
う
ち
、
傍
点
を
付
し
た
三
文
字
目
は
世
代
数
に
よ
っ
て
共

通
す
る
系
字
で
あ
る
た
め
、「
黄
檗
法
系
譜
」
の
原
本
た
る
『
宗
鑑
録
』
で
は

省
略
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
派
系
や
個
人
に
よ
っ
て
多
々
例
外
も
あ

り
、
事
情
は
複
雑
で
あ
る
。
鼓
嶽
山
人
の
場
合
は
例
外
的
に
、
東
林
下
で
通
行

の
徳
で
は
な
く
、
浄
を
系
字
に
用
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

伊
藤
若
冲
作
品
に
と
き
お
り
賛
詩
を
書
い
て
い
る
黄
檗
僧
・
聞
中
浄
復
（
一
七

三
九
〜
一
八
二
九
）
も
ま
た
雷
巌
門
下
で
、
鼓
嶽
山
人
に
と
っ
て
は
法
弟
に
あ

た
る
が
、
彼
も
や
は
り
浄
字
を
用
い
て
い
る
。

鼓
嶽
山
人
が
師
事
し
た
雷
巌
広
音
（
一
六
九
九
〜
一
七
六
五
）
は
、
伊
勢
国

多
気
郡
相
可
村
の
天
照
山
法
泉
寺
で
衝
天
元
統
か
ら
嗣
法
し
、
の
ち
衝
天
を
継

い
で
法
泉
寺
第
三
世
の
住
持
と
な
っ
た
。
同
じ
衝
天
門
下
で
あ
る
悟
心
元
明
に

と
っ
て
、
雷
巌
は
法
兄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
悟
心
は
先
ほ
ど
の
詩

偈
の
中
で
鼓
嶽
山
人
を
「
大
海
姪
」、
つ
ま
り
法
系
上
の
従
兄
弟
と
呼
ん
だ
の

で
あ
る
。
雷
巌
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
京
へ
上
が
り
、
洛
北
山
端
の

地
に
あ
る
理
即
院
の
住
持
と
な
っ
た
。
山
端
（
や
ま
は
な
）
は
比
叡
山
へ
至
る

雲
母
坂
の
登
り
口
付
近
の
地
名
で
あ
る
。
理
即
院
入
寺
か
ら
三
年
後
の
明
和
二

年
、
そ
こ
で
示
寂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
悟
心
の
『
一
雨
詩
偈
』
に
「
輓
理
即

雷
兄
和
尚
」
の
輓
偈
が
見
え
る
）
5
（

。
な
お
後
述
す
る
が
、
鼓
嶽
山
人
は
こ
の
本
師

雷
巌
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

鼓
嶽
山
人
の
作
品

十
六
年
前
の
前
稿
発
表
時
に
お
い
て
、
鼓
嶽
山
人
の
絵
画
遺
品
は
わ
ず
か
三

点
を
知
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
十
点
あ
ま
り
に
増
加
し
た
。
こ
の
間
、



四
二

筆
者
に
そ
の
存
在
を
お
教
え
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
以
下

に
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
検
討
し
、
鼓
嶽
山
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

な
お
、
鼓
嶽
山
人
の
画
の
師
匠
に
つ
い
て
、
江
戸
の
岡
田
樗
軒
（
一
七
七
九
〜

一
八
二
四
）
が
著
し
た
『
近
世
逸
人
画
史
』
は
、

鼓
岳
山
人　

伊
斎

（
マ
マ
）氏

、
名
は
浄
涛
、
画
を
熊
斐
に
学
ぶ
、
墨
竹
最
巧
な
り
、

著
色
花
卉
翎
毛
之
に
次
ぐ
。

と
記
す
。
出
典
不
明
だ
が
、
熊
斐
門
下
と
す
る
の
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

版
『
古
今
諸
家
人
物
志
』
を
見
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
書
「
唐
画
・
花
鳥

部
」
は
「
熊
斐
先
生
東
都
門
生
」
の
項
に
ま
ず
鶴
亭
を
あ
げ
、
そ
の
隣
に
「
鶴

亭
門
生　

釋
大
海
」
の
名
を
添
え
る
。
こ
の
「
鶴
亭
門
生
」
と
い
う
細
字
の
注

記
を
見
落
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
鼓
嶽
山
人
の
画
風
は
熊
斐
よ
り
も
む
し
ろ
、

熊
斐
の
門
人
で
や
は
り
黄
檗
の
画
僧
で
あ
っ
た
鶴
亭
（
僧
名
は
海
眼
浄
光
、
一

七
二
二
〜
八
五
）
の
方
に
近
く
、『
古
今
諸
家
人
物
志
』
の
記
す
と
お
り
、
鶴

亭
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
見
な
さ
れ
る
）
6
（

。
ま
た
「
伊
斎
氏
」
は
伊
藤
氏
の
誤
記
か

も
し
れ
な
い
。

（
ａ
）「
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」　

紙
本
著
色　

六
曲
一
双　

個
人
蔵　

各
一
三

一
・
八
×
五
三
・
七
cm
（
外
側
二
扇
）　

各
一
三
一
・
八
×
五
四
・
〇
cm
（
内

側
四
扇
）

〔
右
隻
〕

（
１
） 

「
白
梅
鸚
哥
図
」　

款
「
穿
雲
居
涛
画
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」

「
聊
日
娯
己
」
図
１
―
１

（
２
） 

「
木
蓮
に
燕
図
」　

款
「
北
溟
大
海
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
道

復
泰
古
」
図
１
―
２

（
３
） 

「
柳
に
錦
鶏
図
」　

款
「
涛
頭
陀
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
聊

日
娯
己
」
図
１
―
３

（
４
） 

「
薔
薇
叭
々
鳥
図
」　

款
「
鼓
嶽
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
道

復
泰
古
」
図
１
―
４

（
５
） 

「
棕
櫚
に
鶏
図
」　

款
「
浄
涛
寫
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
聊

日
娯
己
」
図
１
―
５

（
６
） 

「
牡
丹
猫
図
」　

款
「
浄
涛
字
大
海
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
聊

日
娯
己
」
図
１
―
６

〔
左
隻
〕

（
７
） 

「
芭
蕉
黄
鳥
図
」　

款
「
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
聊
日
娯
己
」

図
１
―
７

（
８
） 

「
朝
顔
狗
子
図
」　

款
「
浄
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
道
復

泰
古
」
図
１
―
８

（
９
） 

「
蓮
に
白
鷺
図
」　

款
「
北
溟
主
人
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」

「
聊
日
娯
己
」
図
１
―
９

（
10
） 
「
菊
に
兎
図
」　

款
「
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
道
復
泰
古
」

図
１
―
10

（
11
） 

「
竹
椿
に
白
鷹
図
」　

款
「
南
勢
鼓
嶽
於
四
明
山
下
雲
母
精
舎
」　

印



鼓
嶽
山
人
の
画
業

四
三

「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
聊
日
娯
己
」
図
１
―
11

（
12
） 

「
雪
松
綬
帯
鳥
図
」　

款
「
雲
母
山
人
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」

「
道
復
泰
古
」
図
１
―
12

前
稿
に
お
い
て
一
部
を
紹
介
し
た
十
二
図
の
押
絵
貼
屏
風
で
、
本
稿
で
は
初

め
て
全
図
を
取
り
上
げ
る
。な
か
で
も
（
11
）
に
は
「
於
四
明
山
下
雲
母
精
舎
」

と
制
作
地
を
添
記
し
て
お
り
（
図
２
）、
鼓
嶽
山
人
の
動
向
を
知
る
う
え
で
の

デ
ー
タ
と
な
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

四
明
岳
は
比
叡
山
の
異
称
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
現
在
で
は
比
叡
双
峰
の
う

ち
東
を
大
比
叡
、
西
を
四
明
岳
と
呼
ぶ
。
京
都
側
か
ら
は
大
比
叡
は
見
え
づ
ら

い
た
め
、
四
明
岳
を
も
っ
て
比
叡
山
の
山
頂
と
見
な
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
洛

北
修
学
院
側
か
ら
の
登
り
道
が
雲
母
坂
と
呼
ば
れ
る
。
前
稿
で
は
そ
の
坂
の
下

に
あ
っ
た
雲
母
寺
が
「
雲
母
精
舎
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
た
。
し
か
し

雲
母
寺
は
『
山
州
名
跡
志
』
に
よ
れ
ば
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
属
す
る
天
台
寺
院

で
あ
り
、
黄
檗
僧
の
滞
在
先
と
し
て
些
か
そ
ぐ
わ
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
む

し
ろ
「
雲
母
精
舎
」
を
雲
母
坂
に
あ
る
寺
院
と
解
釈
し
、
雷
巌
広
音
が
住
し
た

山
端
の
理
即
院
で
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
款
記
に

見
え
る
穿
雲
居
、
北
溟
主
人
、
雲
母
山
人
は
、
意
味
か
ら
推
し
て
こ
の
地
に
滞

在
中
に
用
い
た
別
号
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

墨
の
用
法
、
岩
や
樹
木
の
形
態
は
鶴
亭
か
ら
の
影
響
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
（
７
）
の
岩
と
黄
鳥
の
取
り
合
わ
せ
や
（
10
）
の
カ
ー
ブ
す
る
細
身

の
岩
は
、
鶴
亭
画
を
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鶴
亭
ほ
ど
運
筆
に

強
靭
さ
は
な
く
、
鼓
嶽
山
人
の
画
が
余
技
と
し
て
の
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
遊
印
を
画
面
の
隅
で
な
い
と
こ
ろ
に
捺
す
の
も
鶴
亭

か
ら
の
影
響
と
い
え
る
（
図
３
・
４
）。

ち
な
み
に
、
所
蔵
者
の
談
で
は
こ
の
屏
風
は
松
坂
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
屏
風
の
背
面
が
一
部
剥
が
れ
て
裏
貼
り
文
書
が
覗
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ

こ
に
「
瑱
啓
上
人
堂

御
廟
四
十
九
院
再
興
化
縁
簿　

相
可
村　

て
ん
け
い
法

泉
寺
」
と
い
う
墨
書
が
読
み
取
れ
る
。
ど
う
や
ら
本
図
は
、
雷
巌
広
音
、
鼓
嶽

山
人
、
悟
心
元
明
ら
と
縁
の
深
い
伊
勢
国
多
気
郡
相
可
村
の
天
照
山
法
泉
寺
に

伝
来
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
三
者
の
誰
か
と
と
も
に
京
都
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
泉
寺
は
近
年
廃
絶
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
折
に
流
出
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ｂ
）「
虎
図
」　

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）　

絹
本
墨
画　

一
幅　

個
人
蔵　

一

〇
一
・
三
×
三
一
・
一
cm　

図
５
・
６

款 

「
寶
暦
丁
丑
秋
菊
月
寫
江
城
客
舘　

南
勢
鼓
岳
山
人
涛
」
印
「
僧
浄

涛
印
」「
別
號
鼓
岳
」「
陵
清
天
地

林
霜
」

菊
月
は
旧
暦
九
月
、
江
城
客
舘
と
は
江
戸
の
旅
宿
で
描
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
別
稿
に
お
い
て
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
こ
の
時
期
、
鼓
嶽
山
人
の
画

の
師
で
あ
る
鶴
亭
も
ま
た
江
戸
に
滞
在
し
て
お
り
、
二
人
が
同
道
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
）
7
（

。
背
景
の
滝
や
岩
壁
の
平
板
さ
は
、
い
か
に
も
素
人
の
余
技
を
思

わ
せ
る
。



四
四

（
ｃ
）「
松
に
鳳
凰
図
」　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）　

絹
本
著
色　

一
幅　

個
人

蔵
・
現
所
在
未
確
認　

一
一
七
・
八
×
四
〇
・
〇
cm　

図
７
・
８

款 
「
寶
暦
庚
辰
秋
於
凾
関
偶
舎
寫
意　

南
勢
鼓
嶽
涛
」　

印
「
鼓
岳
山

人
」「
浄
涛
」「
馳
思
乎
天
雲
際
」

鼓
嶽
山
人
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
華
麗
な
色
彩
の
作
品
。「
凾
関
偶
舎
」
は
箱

根
関
の
旅
宿
を
さ
す
。
こ
う
し
た
中
華
風
の
言
い
換
え
は
、
漢
詩
文
の
作
成
に

際
し
て
常
套
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
そ
の
用
例
を
集
め
た
明
和
四

年
（
一
七
六
七
）
刊
『
東
藻
会
彙
地
名
箋
』
を
読
む
と
、
箱
根
を
凾
嶺
・
凾
谷
・

玉
笥
、
箱
根
関
を
凾
関
・
凾
嶺
関
・
玉
笥
関
な
ど
と
呼
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

本
図
の
前
後
の
年
紀
を
も
つ
（
ｂ
）
と
（
ｄ
）
の
作
品
は
、
江
戸
で
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
款
記
か
ら
判
明
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
滞
在
中
に
箱
根
ま

で
出
か
け
た
か
、
あ
る
い
は
一
度
帰
郷
す
る
途
次
の
作
か
。
前
者
と
す
れ
ば
、

鼓
嶽
山
人
の
江
戸
滞
在
は
少
な
く
と
も
九
年
間
に
亘
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
ｄ
）「
牡
丹
菊
小
禽
図
」　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）　

紙
本
淡
彩　

双
幅　

個
人
蔵　

各
一
一
六
・
六
×
四
二
・
八
cm　

図
９
〜
11

（
右
）
款
「
寶
暦
壬
午
重
陽
日
於
江
左
旅
舘　

浄
涛
」
印
「
鼓
岳
山
人
」

「
浄
涛
」「
馳
思
乎
天
雲
際
」

（
左
）
款
「
南
勢
鼓
岳
道
者
寫
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
馳
思
乎

天
雲
際
」

二
幅
並
べ
た
と
き
の
構
図
と
款
記
の
記
載
に
や
や
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
見
え
、

本
来
は
現
右
幅
を
中
央
と
す
る
三
幅
対
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
背
景
を
淡

い
水
色
で
ま
だ
ら
塗
り
す
る
の
は
鶴
亭
と
共
通
す
る
。「
重
陽
」
は
九
月
九
日

で
あ
り
、
右
幅
に
滞
在
先
を
「
江
左
旅
舘
」
と
記
す
。
先
述
し
た
『
東
藻
会
彙

地
名
箋
』
に
よ
れ
ば
、
服
部
南
郭
の
諸
詩
に
お
い
て
、
江
戸
の
こ
と
を
江
左
（
隅

田
川
東
岸
の
意
か
）
と
呼
称
す
る
例
の
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
南
郭

の
詩
集
を
読
ん
で
の
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
南
郭
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
か
ら
、
先
に
終
南
浄
寿
や
悟
心
元
明
が
入
門
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
実
際
に
面
会
を
果
た
し
た
う
え
で
董
陶
を
受
け

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
鼓
嶽
山
人
の
漢
詩
文
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
は
『
勢
陽
風

雅
初
編
』
で
も
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
ｅ
）「
牡
丹
に
兎
図
」　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）　

絹
本
著
色　

一
幅　

個
人

蔵　

一
一
一
・
九
×
三
五
・
五
cm　

図
12
〜
14

款 

「
明
咊
乙
酉
春
寫
於
東
都
客
館
鼓
嶽
涛
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」

「
臘
月
扇
矣
」

一
見
し
て
樹
木
か
と
思
う
よ
う
な
多
孔
質
の
細
長
い
太
湖
石
は
、
や
は
り
鶴

亭
と
共
通
す
る
形
態
感
覚
を
も
つ
。
し
か
し
、
焦
墨
を
擦
り
つ
け
る
よ
う
な
岩

皴
は
、
鶴
亭
と
は
異
質
の
個
性
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
東
都
客
館
」、
す
な

わ
ち
江
戸
滞
在
中
の
作
品
と
わ
か
る
。
明
和
二
年
春
、
す
な
わ
ち
一
〜
三
月
の

制
作
で
あ
る
が
、
こ
の
年
六
月
一
日
、
本
師
の
雷
巌
広
音
は
洛
北
山
端
の
理
即



鼓
嶽
山
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四
五

院
で
示
寂
し
た
。
な
お
、
同
年
夏
作
の
著
色
「
牡
丹
図
」（
個
人
蔵
）
の
写
真

が
手
元
に
あ
り
、
実
物
は
未
調
査
な
が
ら
、「
明
咊
乙
酉
夏
寫　

浄
涛
叟
」
の

款
記
が
読
め
る
。「
和
」
字
を
「
咊
」
と
記
す
の
は
鼓
嶽
山
人
の
好
癖
で
あ
っ

た
と
見
え
る
。

（
ｆ
）「
松
に
鸚
鵡
図
」　

絹
本
著
色　

一
幅　

個
人
蔵　

一
二
二
・
六
×
四
九
・

九
cm　

図
15
〜
17

款
「
鼓
嶽
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
馳
思
乎
天
雲
際
」

最
前
景
で
黒
々
と
し
た
松
樹
が
中
央
を
縦
断
す
る
。
大
胆
な
構
図
が
印
象
的

な
作
品
。
白
鸚
鵡
は
外
国
産
の
輸
入
鳥
で
あ
り
、
同
種
の
鸚
鵡
を
題
材
と
し
た

鼓
嶽
山
人
筆
「
海
棠
鸚
鵡
図
」
が
パ
リ
の
ギ
メ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
収
蔵
番
号M

G10603

）。
こ
ち
ら
も
絹
本
著
色
で
寸
法
は
一
二
四
・
六
×
三

九・五
cm
。
落
款
は
「
鼓
嶽
道
人
寫
」
の
サ
イ
ン
に
「
鼓
岳
山
人
」「
浄
涛
」「
臘

月
扇
矣
」
の
印
が
あ
る
。
ギ
メ
美
術
館
で
実
地
調
査
し
た
知
人
か
ら
の
情
報

に
よ
る
と
、
巻
留
部
に
墨
書
で
「
海
棠
鸚
鵡
鳥
画　

天
保
四
癸
巳
仲
春　

鈴
木

平
五
郎
殿　

十
代
目
戸
木
三
郎
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
）
8
（

。

（
ｇ
）「
白
梅
錦
鶏
図
」　

絹
本
著
色　

一
幅　

個
人
蔵　

一
四
五
・
七
×
四
三
・

一
cm　

図
18
・
19

款
「
鼓
嶽
道
人
寫
」　

印
「
鼓
岳
山
人
」「（
不
明
）」「
馳
思
乎
天
雲
際
」

こ
こ
ま
で
見
た
と
お
り
、
鼓
嶽
山
人
の
描
く
植
物
モ
チ
ー
フ
は
、
惣
じ
て
、

鶴
亭
よ
り
も
煩
瑣
で
過
剰
な
表
現
に
傾
斜
す
る
。
ま
さ
に
「
青
葉
繁
れ
る
」
と

い
う
形
容
が
よ
く
似
合
う
。
樹
木
や
葉
叢
の
繁
茂
ぶ
り
が
見
せ
つ
け
る
旺
盛
な

生
命
力
は
、
山
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
性
格
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
作
品
群
に
加
え
て
、
こ
れ
も
筆
者
は
写
真
で
し
か
見
て
い
な
い
が
、

鶴
亭
の
賛
を
も
つ
個
人
蔵
の
「
墨
梅
図
」
が
存
在
す
る
（
図
20
）。
款
記
は
「
鼓

嶽
道
人
」
で
、
鶴
亭
の
題
に
は
「
寉
亭
道
人
光
」
と
記
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
前

景
の
白
抜
き
の
樹
幹
が
鶴
亭
の
筆
で
、
上
方
に
添
え
ら
れ
る
奔
放
な
梅
枝
を
鼓

嶽
山
人
が
描
き
加
え
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
弁
別
は
困
難
で
あ
る
が
、
師

弟
の
合
作
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

鼓
嶽
山
人
の
画
業
は
、
伊
勢
と
黄
檗
と
い
う
二
つ
の
文
化
圏
に
支
え
ら
れ
て

展
開
し
た
。
伊
勢
神
宮
の
お
膝
元
と
い
う
由
緒
を
誇
る
伊
勢
は
、
か
た
や
三
井

家
を
は
じ
め
と
す
る
豪
商
を
輩
出
し
た
裕
福
な
土
地
柄
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
経

済
力
が
、
鼓
嶽
山
人
の
広
範
囲
に
及
ぶ
活
動
を
支
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
す
る
。
ま
た
黄
檗
宗
も
江
戸
時
代
に
は
権
門
か
ら
の
帰
依
が
厚
く
、
中
国

か
ら
の
異
国
文
化
を
色
濃
く
伝
え
る
最
先
端
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
両
者
の

中
で
学
ん
だ
詩
文
と
絵
画
の
才
能
に
よ
っ
て
、
鼓
嶽
山
人
の
文
人
と
し
て
の
性

格
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
非
常
に
恵
ま
れ
た
立
場
に
い
た
人
と
い
っ
て
よ

い
。
こ
の
二
つ
の
支
柱
に
沿
っ
て
調
べ
を
進
め
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
鼓
嶽
山
人



四
六

の
実
像
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
今
後
の
目

標
で
あ
る
。

注

（
１
）　

拙
稿
「
鼓
嶽
山
人
の
こ
と
―
拾
遺
長
崎
画
人
伝
」『
博
物
館
だ
よ
り
』
五
四
号
、
一

九
九
六
年
、
神
戸
市
立
博
物
館
」　

（
２
）　

終
南
浄
寿
の
履
歴
に
つ
い
て
は
大
槻
幹
郎
、
加
藤
正
俊
、
林
雪
光
編
著
『
黄
檗
文
化

人
名
辞
典
』（
一
九
八
八
年
、
思
文
閣
出
版
）
に
詳
し
い
。

（
３
）　

愛
知
県
個
人
蔵
の
写
本
を
参
照
し
た
。
閲
覧
に
際
し
て
は
大
槻
幹
郎
先
生
か
ら
御
高

配
を
賜
っ
た
。

（
４
）　

注
２
前
掲
書
参
照
。

（
５
）　

注
２
前
掲
書
「
補
遺
」
の
項
参
照

（
６
）　

鶴
亭
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
画
僧
・
鶴
亭
の
文
事
」（『
佐
々
木
剛
三
先
生
古
稀
記
念
論

文
集　

日
本
美
術
襍
稿
』
一
九
九
八
年
、
明
徳
出
版
社
）
お
よ
び
「
鶴
亭
筆　

墨
梅
図
」

解
説
（『
国
華
』
一
四
〇
五
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
７
）　

拙
稿
「
江
戸
の
文
人
社
会
と
「
南
蘋
派
」
趣
味
」『
江
戸
の
異
国
趣
味
―
南
蘋
風
大

流
行
―
』
展
図
録
、
二
〇
〇
一
年
、
千
葉
市
美
術
館

（
８
）　

奈
良
県
立
美
術
館
の
稲
畑
ル
ミ
子
氏
よ
り
御
教
示
を
賜
っ
た
。
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